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(57)【要約】
【課題】　液晶表示器１０，２０の画像Ｐ１，Ｐ２の位
置を移動させているとき、液晶表示器２０に画像Ｐ２を
表示させないことにより、違和感を低減できる。
【解決手段】　車両運転者Ｄが押ボタンスイッチＳＷ１
（または押ボタンスイッチＳＷ２）を操作しているとき
、制御部５０は、表示器２０に画像Ｐ２を表示させない
と共に、表示器１０に表示させる画像Ｐ１を移動させる
。操作スイッチＳＷ１（または押ボタンスイッチＳＷ２
）がオフされてから、所定時間Ｔ２が経過したとき、制
御部５０は、第一の表示器１０に画像Ｐ１を表示させる
と共に、第二の表示器２０に画像Ｐ２を表示させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の画面を有し第一の表示光を発する第一の表示器と、第二の画面を有し第二の表示
光を発する第二の表示器と、前記第一の表示光または前記第二の表示光の一方を透過させ
ると共に前記第一の表示光または前記第二の表示光の他方を反射させる透過反射板と、前
記第一の表示器に第一の画像を表示させ前記第二の表示器に第二の画像を表示させる制御
手段と、前記第一の画面における前記第一の画像の位置と前記第二の画面における第二の
画像の位置とを調整する操作手段と、を備え、前記第一の表示光及び前記第二の表示光を
第一の虚像及び第二の虚像として表示させる表示装置であって、
　前記制御手段は、前記第一の画面における前記第一の画像の位置を調整しているとき、
前記第二の表示器に前記第二の画像を表示させないことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第一の画面における前記第一の画像の位置を調整しているとき、
前記第一の表示器に前記第二の画像の少なくとも一部を表示させることを特徴とする請求
項１に記載の表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、虚像を表示する表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、虚像を表示する車両用表示装置が種々提案されており、例えば特許文献１，
２に開示されている。特許文献１に開示された車両用表示装置は、車両のダッシュボード
１に配設された表示装置２が投射する表示光Ｌをフロントガラス３で運転者４の方向に反
射させ、虚像Ｖ１，Ｖ２を表示させるものである（図９参照）。表示装置２は、第一の表
示器５と、第二の表示器６と、ハーフミラー７とを有しており、これらの第一の表示器５
，第二の表示器６，ハーフミラー７はハウジング９に収容されている。
【０００３】
　第一の表示器５は、ハーフミラー７から所定間隔ａを有して配置されており、第一の表
示器５が発した表示光は、ハーフミラー７を透過し、フロントガラス３に投射される。一
方、第二の表示器６は、ハーフミラー７から所定間隔ｂを有して配置されており、第二の
表示器６が発した表示光は、ハーフミラー７で反射され、フロントガラス３に投射される
。斯かる構成により、表示装置２は、第一の表示器５にて虚像Ｖ１を表示させると共に、
第二の表示器６にて虚像Ｖ２を表示させることができる。
【０００４】
　一方、特許文献２には、車両運転者４の眼の高さに対応するように、表示器の画面にお
ける画像の位置を調整することが可能な車両用表示装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開昭６３－１６４０３８号公報
【特許文献２】特開２００１－１８６８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、車両運転者４の眼の高さに対応するように、表示器の画面における画像
の位置を調整しているとき、一時的に、虚像Ｖ１と虚像Ｖ２との相対的な位置が変化する
虞があり、車両運転者４にとって違和感があるという問題を有している。
　本発明は、この問題に鑑みなされたものであり、表示器の画面における画像の位置を調
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整しているときの違和感を低減できる表示装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、請求項１に記載のように、第一の画面Ｇ１を有し第一の表示光Ｌ１を発する
第一の表示器１０と、第二の画面Ｇ２を有し第二の表示光Ｌ２を発する第二の表示器２０
と、前記第一の表示光Ｌ１または前記第二の表示光Ｌ２の一方を透過させると共に前記第
一の表示光Ｌ１または前記第二の表示光Ｌ２の他方を反射させる透過反射板３０と、前記
第一の表示器１０に第一の画像Ｐ１を表示させ前記第二の表示器２０に第二の画像Ｐ２を
表示させる制御手段５０と、前記第一の画面Ｇ１における前記第一の画像Ｐ１の位置と前
記第二の画面Ｇ２における第二の画像Ｐ２の位置とを調整する操作手段ＳＷ１，ＳＷ２と
、を備え、前記第一の表示光Ｌ１及び前記第二の表示光Ｌ２を第一の虚像Ｖ１及び第二の
虚像Ｖ２として表示させる表示装置であって、前記制御手段５０は、前記第一の画面Ｇ１
における前記第一の画像Ｐ１の位置を調整しているとき、前記第二の表示器２０に前記第
二の画像Ｐ２を表示させないものである。
【０００８】
　また、本発明は、請求項２に記載のように、前記制御手段５０は、前記第一の画面Ｇ１
における前記第一の画像Ｐ１の位置を調整しているとき、前記第一の表示器１０に前記第
二の画像Ｐ２の少なくとも一部を表示させるものである。
【発明の効果】
【０００９】
　第一の画面における第一の画像の位置を調整しているとき、第二の表示器に第二の画像
を表示させないことにより、違和感を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態を示す光路説明図。
【図２】同上実施形態を示す概略図。
【図３】同上実施形態を示す虚像の説明図。
【図４】同上実施形態の電気的構成を示すブロック図。
【図５】同上実施形態を示すタイミング図。
【図６】同上実施形態を示す画像説明図。
【図７】同上実施形態を示す虚像説明図。
【図８】本発明の他の実施形態を示す画像説明図。
【図９】従来例を示す概略構成図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を車両用ヘッドアップディスプレイ装置に適用した一実施形態を説明する
。車両用表示装置Ａは、液晶表示器（第一の液晶表示器）１０と、液晶表示器（第二の液
晶表示器）２０と、ハーフミラー（透過反射板）３０と、凹面鏡４０とを有している。
【００１２】
　液晶表示器１０は、液晶表示パネル１１，発光ダイオード１２，駆動回路１３，１４を
有している。液晶表示パネル１１は、ＴＦＴ型液晶セルの前後両面に偏光膜を貼着したも
のである。発光ダイオード１２は、液晶表示パネル１１を透過照明する。液晶表示器１０
は、表示光（第一の表示光）Ｌ１を発する。
【００１３】
　液晶表示器２０は、液晶表示パネル２１，発光ダイオード２２，駆動回路２３，２４を
有している。液晶表示パネル２６は、ＴＦＴ型液晶セルの前後両面に偏光膜を貼着したも
のである。発光ダイオード２２は、液晶表示パネル２１を透過照明する。液晶表示器２０
は、表示光（第二の表示光）Ｌ２を発する。
【００１４】
　ハーフミラー３０は、ガラス基板に反射膜を蒸着形成したものである。ハーフミラー３
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０は、液晶表示器１０が発した表示光Ｌ１を反射させると共に、液晶表示器２０が発した
表示光Ｌ２を透過させる。凹面鏡４０は、ポリカーボネート（ＰＣ）等の樹脂にアルミニ
ウム（Ａｌ）を蒸着させ反射膜を形成したものである。凹面鏡４０は、表示光Ｌ１，Ｌ２
を車両運転者Ｄの方向に反射させる。車両運転者Ｄは、ステアリングホイールＢ越しに、
車両用表示装置Ａから出射した表示光Ｌ１，Ｌ２からなる虚像Ｖ１，Ｖ２を視認する（図
２及び図３参照）。
【００１５】
　図４は、車両用表示装置Ａの電気的構成を示すブロック図である。制御部（制御手段）
５０は、駆動回路１３，２３を介して、液晶表示パネル１１，２１の画面Ｇ１，Ｇ２に画
像Ｐ１，Ｐ２を表示させると共に、駆動回路１４，２４を介して、発光ダイオード１２，
２２を駆動する。液晶表示パネル１１に表示される画像Ｐ１は、燃料計，走行距離計，自
車両を模式的に表したもの等である。液晶表示パネル２１に表示される画像Ｐ２は、車両
速度，道路を模式的に表したもの等である。前記道路は、遠くの個所が狭く、近くの個所
が広い、遠近法にて描写されている。
【００１６】
　押ボタンスイッチＳＷ１，ＳＷ２は、液晶表示パネル１１，２１の画面Ｇ１，Ｇ２にお
ける画像Ｐ１，Ｐ２の位置を調整するものである。車両運転者Ｄが押ボタンスイッチＳＷ
１を押すと、画像Ｐ１，Ｐ２が画面Ｇ１，Ｇ２の上方に移動し、押ボタンスイッチＳＷ２
を押すと、画像Ｐ１，Ｐ２が画面Ｇ１，Ｇ２の下方に移動する。
【００１７】
　次に、図５乃至図７に基づいて、液晶表示器１０，２０に表示される画像Ｐ１，Ｐ２に
ついて詳述する。
　車両運転者ＤがイグニションスイッチＩＧＮを操作して、車両用表示装置Ａを起動させ
ると、液晶表示器１０，２０に画像Ｐ１，Ｐ２が表示される（図６（ａ）参照）。液晶表
示器１０は画像Ｐ１を表示し、この液晶表示器１０が発した表示光Ｌ１によって、虚像Ｖ
１が表示される。液晶表示器２０は画像Ｐ２を表示し、この液晶表示器２０が発した表示
光Ｌ２によって、虚像Ｖ２が表示される。
【００１８】
　車両運転者Ｄが押ボタンスイッチＳＷ１（または押ボタンスイッチＳＷ２）を操作して
いるとき（時間Ｔ１）、制御部５０は、表示器２０に画像Ｐ２を表示させないと共に、表
示器１０に表示させる画像Ｐ１を移動させる（図６（ｂ）参照）。操作スイッチＳＷ１（
または押ボタンスイッチＳＷ２）がオフされてから、所定時間Ｔ２（例えば１秒）が経過
したとき、制御部５０は、第一の表示器１０に画像Ｐ１を表示させると共に、第二の表示
器２０に画像Ｐ２を表示させる（図６（ｃ）参照）。
【００１９】
　本発明は、虚像Ｖ１，Ｖ２の位置を調整しているときに、虚像Ｖ１と虚像Ｖ２の相対的
な位置を完全に連動させることが極めて困難であることに着目してなされたものであり、
本実施形態によれば、液晶表示器１０，２０の画像Ｐ１，Ｐ２の位置を移動させていると
き、液晶表示器２０に画像Ｐ２を表示させないことにより、虚像のズレがなく違和感を低
減できる。
【００２０】
　なお、本発明は、本実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。例
えば、図８に示す他の実施形態のように、車両運転者Ｄが押ボタンスイッチＳＷ１（また
は押ボタンスイッチＳＷ２）を操作しているとき（時間Ｔ１）と、その後の所定時間Ｔ２
に、液晶表示器１０に画像Ｐ１と、画像Ｐ２の一部とを表示させても良い（図８（ｂ）参
照）。このように表示させることによって、画像Ｐ１，Ｐ２の位置を移動させている間も
、画面Ｇ１の全体を視認することができる。
【符号の説明】
【００２１】
　１０　液晶表示器（第一の表示器）
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　２０　液晶表示器（第二の表示器）
　３０　ハーフミラー（透過反射板）
　５０　制御部（制御手段）
　６０　操作手段
　Ｇ１　第一の画面
　Ｇ２　第二の画面
　Ｌ１　表示光（第一の表示光）
　Ｌ２　表示光（第二の表示光）
　Ｐ１　第一の画像
　Ｐ２　第二の画像

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】 【図８】
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